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凡例




これは「改造」第七卷第六號（大正十四年六月一日　改造社刊）所収のものを電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。

明らかに誤植と思われるものは断り無く訂正しました。








過去に於ける日本無產政黨の綱領

赤松克麿







はしがき




　曲りなりにも普通選擧案が議會を通過し、我國の無產階級運動者の間に、無產政黨組織の機運が一層强く動きつゝある今日、過去に於ける我國無產政黨の面影を回顧することも、多少の歷史的興味と參考資料となるものがある。槪して過去の無產政黨は、極めて不利な環境に虐げられた結果、系統的な發達史を編まれる程に行かないで、各政黨が斷續的に出現して、そして悉く短命に終つた。其等のものが大衆化して、順潮な發達を遂げることは、當時の社會條件が之を許さなかつたのである。故に我國に於ける眞の大衆的無產政治運動は、今後に於て始まると言つて差支ない。私は茲に、過去に於ける我國無產政黨の重なるものとして、東洋社會黨、社會民主黨、國家社會黨、日本社會黨の四黨を擧げる、そして各政黨の表徴たる宣言、網領、黨則等を主題として、其等の面影を素描することとする。




一　東洋社會黨




　東洋社會黨は樽井藤吉、赤松泰助氏が發起し、明治十五年五月十五日　長崎縣島原江東寺に創立の會議が開かれて生れたものである。此の政黨は、創立後間もなく禁壓の厄に遭ふて消滅した。併し無產政黨としては、我國最初のものである。其の綱領手段、盟約、組織は左の如くであつた。






　　　　　第一章　綱　　領

第一條　我黨は道德を以て言行の規準となす

第二條　我黨は平等を主義となす

第三條　我黨は社會公衆の最大福利を以て目的となす

　　　　　第二章　手　　段

第四條　我黨は綱領の主旨を演繹して遊說演說等をする事あるべし

第五條　我黨は平易なる和文の雜誌、漢文の雜誌を發兌し、支那、朝鮮へ我趣旨を擴言するを務むべし

　　　　　第三章　盟　　約

第六條　我黨は黨員相共に此の誓をなすべし



　予は諸君と此の社會黨を團結し、諸君と共に我黨旨を擴張するは、諸君予をして此の社會黨に加盟せしめしに非ず、又予が諸君を誘導せしに非ず。諸君が道義心予が道義心と相感合協和して成る所なり、諸君が我黨則を編成せしは、予が曾て心に記銘したる所の者にして、卽ち此の黨則は予が精神の共に其の編成に與かりしものなり。諸君よ、此の黨則は予が精神を發表公示するものなれば、予は誓つて此の黨則を守り、他人の毀譽に拘束せられざるべし。且つ予は務めて予が精神の如く、道義に富有なる人と親和交結して我此黨を大にせんとす。予は我黨旨を擴張するに親和を以て旨とすべし、敢て敵を求むる如き言行を爲すべからず。然れども我が億兆兄弟中、若し過つて我黨を沮害する時は、予は身を以て我黨に許さん。予身を我東洋社會黨に許すは、諸君に之を許すに非ず。卽ち是れ道德に之を許すなり。予が腦裏に予を制する××あらす。予が奉ずる所の××は、一の道義のみ。道義も亦予が腦裏を制する能はず。予が精神は則ち道義なればなり。予は之を心に誓つて以て諸君に示す。


　　　　　第四章　組　　織

第七條　我黨は名けて東洋社會黨と稱す

第八條　我黨は同心相聚るものなれば、會長又は創立委員等の名を用ひず

第九條　我黨は全會社に及ぼすものなれば、別に本部末部を設けず、唯だ便利に依り東洋社會黨何國部何郡部等の名稱を稱する事あるべし

第十條　我黨は時々各地に於て集合する事あるべし

　　　　　但し開會の事は前會に於て豫約すべし

第十一條　會議人費は其席出頭者の自辨するものとす








　東洋証會黨は、社會黨とは言ふものゝ科學的な社會主義理論を理解して結黨した譯ではない。併し當時歐洲の社會主義運動が我國の思想界に傳はり、社會黨の名が急進思想家の口に上るやうになつたのは事實であつた。樽井氏一派の革新的意氣に燃えた靑年等は、自由民權を叫んだ自由黨や改進黨に慊らないで、自ら一黨を組織し、社會黨を名乘つて社會運動に出たのであつた。彼等の態度には、東洋的な道德主義又は無政府主義の色彩があるが、また一面に於て、西洋流の功利主義、平等主義を受け入れた處もある。樽井氏は、我國に於て、西洋の社會主義學說を知らないで獨創的に社會主義構造を抱いた一人だと云ふことである。




二　社會民主黨




　社會民主黨は、明治三十四年五月廿日、安部磯雄、片山潜、幸德傳次郞、木下尙江、河上淸、西川光次郞の六氏によつて組織されたものである。社會民主黨の組織が成るや、片山潜氏主宰の雜誌「勞働世界」は臨時號を出し、之れに其の宣言書を發表した。此の宣言書は、萬朝報、每日新聞、報知新聞、新總房新聞、東海新聞の五新聞に揭載された。然るに時の伊藤内閣の内務大臣末松謙澄氏は、結黨の日直ちに之に解散を命じ、其の宣言書を戴揭した新聞雜誌に悉く發賣禁止を命じ、且つ罰金刑を課した。同黨の創立者等は、越えて六月、伊藤内閣が倒れて桂内閣となるや、更に日本平民黨の結社屆を出したが、之れまた解散を命ぜられた。




社會民主黨宣言





　如何にして貧富の懸隔を打破すべきかは、實に二十世紀に於けるの大問題なりとす。彼の十八世紀の末に當り、佛國を中心として歐米諸國に傳播したる自由民權の思想は、政治上の平等主義を實現するに於て大なる効力ありしと雖も、爾來物質的の進步著しく、昔時の貴族平民てう階級制度に代ゆるに富者貧者てふ、更に忌むべき恐るべきものを以てするに至れり。抑も經濟上の平等は本にして政治上の平等は末なり。故に立憲の政治を行ひて政權を公平に分配したりとするも、經濟上の不公平にして除去せられざる限りは、人民多數の不幸は依然として存すべし。是れ我黨が政治問題を解するに當り、全力を經濟問題に傾注せべとする所以なりとす。

　今や我國に於ける政治界の有樣を見るに、政治機關は全く富者の手中に在るものの如し、貴族院が少數の貴族富豪を代表するは言ふまでもなく、衆議院と雖も其の内容を分折すれば悉く地主資本家を代表せるものにあらざるはなし。されば今日の國會を稱して富者の議會といふも、決して誣言にあらざるなり。然れども記憶せよ、國民の大多數を占むるものは、田畠に鍬鋤を採る小作人、若くは工場に汗血を絞る勞働者なることを。彼等は何が故に參政の權を有せざるか、何が故に自己の代表者を議會に送ること能はざるか。是れ果して彼等が無智無識なるためか。將に亦富者に比して彼等の道德劣等なるがためか。否々決して然らざるなり。彼等は資產なきが爲に、其得べき所の權利を得る能はず、其受くべき敎育を受くる能はざるなり。彼等に生計の餘裕を與へ、敎育を受くるの道を得せしむるは、當に富者の務むべき所にあらずや。彼等の爲に政治上の權利を伸張するは、當に政黨の爲すべきことにあらずや。

　然るに今日の政權なるものは、全く富者に使役せらるゝ所のものにして、決して多數人民の意志を代表するものにあらず。今や國民の多數を占むる勞働者小作人は無學無識にして、殆んど富者の一顧にも價せざるべしと雖も、彼等は實に財富の生產者なるが故に、將來の社會組織に於て重要の地位を占むるに至るべきは論を俟たず。而して彼等をして其得べき地位を得せしむるは卽ち社會全體の利福を增進する所以たりとす。我黨は茲に多數人民の休戚を負ふて生れたり。然れども貧民を庇して富者を敵とするが如き狹量のものにあらず。而して其の志す所は我國の富强を謀るにあれども、然も外國の利益を犧牲に供して顧みざるが如き唯我的のものにあらず。若し直截に其の抱負を言へば、我黨は世界の大勢に鑑み、經濟の趨勢を察し、×××××××××民主主義に依り、貧富の懸隔を打破して全世界に平和主義の勝利を得せしめんことを欲するなり。故に我黨は左に揭ぐる理想に向つて着々進まんことを期す。


一　人種の差別政治の異同に拘らず、人類は皆同胞なりとの主義を擴張すること

二　萬國の平和を來す爲には先づ軍備を全廢すること

三　階級制度を全廢すること

四　××××××××××××××××××く公有とすること

五　鐵道、船舶、運河、橋梁の如き交通機關は悉くこれを公有とすること

六　財富の分配を公平にすること

七　人民をして平等に政權を得せしむること

八　人民をして平等に敎育を受けしむる爲に、國家は全く敎育の費用を負擔すべきこと



　是れ我黨の理想とする處なれども、今日これを實行するの難きは素より論を待たず。故に我黨は左の如き綱領を定めて實際的運動を試みんことを期す。


一　全國の鐵道を公有とすること

二　市街鐵道、電氣事業、瓦斯事業等凡て獨占的性質を有するものを市有とすること

三　中央政府、各府縣、各市町村の所有せる公有地を拂下げることを禁ずること

四　都市に於ける土地は擧げて其都市の所有とする方針を採ること、若し之を速かに實行する能はざる場合には法律を設けて土地兼併を禁ずること

五　專賣權は政府にてこれを買上げること卽ち發明者に相當の報酬を與へ、而して人民には廉價に其發明物を使用せしむること

六　家賃は、價格の幾分以上を微收する能はずとの制限を設くること

七　政府の事業は凡て政府自ら之に當り、決して一個人若くは私立會社に受負はしめざること

八　洒稅、醬油稅、砂糖稅の如き消費稅はこれを全廢し之に代ふるに相續稅、所得稅及び其他の直接稅を以てす

九　高等小學を終るまでを義務敎育年限とし、月謝を全廢し、公費を以て敎科書を供給すること

十　勞働局を設置して勞働に關する一切の事を調査せしむること

十一　學齡兒童を勞働に從事せしむることを禁ずること

十二　道德健康に害ある事業に婦人を　役することを禁ずること

十三　少年及び婦人の夜業を廢すること

十四　日曜日の勞働を廢し、日々の勞働時間を八時間に制限すること

十五　雇主責任法を設け勞働者が服役中負傷したる場合には雇主をして相當の手當を爲さしむること

十六　勞働組合法を設け勞働者が自由に團結することを公認し、且つ適當の保護を與ふること

十七　小作人保護の法を設くること

十八　保檢事業は一切政府事業となすこと

十九　裁判入費は全く政府の負擔となすこと

二〇　普通選擧法を實施すること

二一　公平選擧法を採用すること

二二　選擧は一切直接とし且つ無記名とすること

二三　重大なる問題に關しては一般人民をして直接に投票せしむるの方法を設くること

二四　死刑を全廢すること

二五　貴族院を廢止すること

二六　軍備を縮少すること

二七　治安警察法を廢止すること

二八　新聞條令を廢止すること



　我黨は此の知く社會主義を經とし、民主主義を緯として其旗幟を明白にせり（以下略）






社會民主黨々則





第一條　我黨××××××××するを以て目的とす

第二條　我黨は社會民主黨と稱す

第三條　我黨の事務所を神田仲猿樂町九番地に設く

第四條　一定の職業を有する者會員二名の紹介を以て入黨を申込み、評議員會の決議を經たる時は會員たることを得。黨則に反き其他黨の名譽を毀損したる者は評議員會の決議を以て之を除名す

第五條　幹事二名評議員若干名を置き大會に於て之を選擧す

第六條　會員は黨費として每月貳錢を納むべし






三　國家社會黨




　國家社會黨は、明治三十八年八月、山路愛山、中村太八郞、斯波貞吉氏等によつて組織された。同黨は多分に傳統主義を取り入れ、他の諸政黨に對し異彩を放つて居る。共の主張は最も隱健であり、最も社會政策的である。創立者等が心底に期するところは、我國情に即した社會民主主義を樹立するにあつたといふことである。國家社會黨は、明治三十九年の四月、日本社會黨（後に說く）と提携して、東京市街電車の賃銀値上に反對し、市民大會を開き遂に騷動を惹き起すに至つた。同黨は比較的壓迫を受けないで發達したが、明治四十三年の大逆事件の起るに及んで、當局は次第にこれを干涉の態度を示すやうになり、其の結果遂に解散するに至つた。左に其の宣言、政綱、黨則を揭げる。




國家社會黨宣言





　謹んで案するに、日本の國體は始めより家人父子の情を以て君民を結び、共同生活を以て其根本義としたる者なりき。試に神武天皇東征の詔を見るに、其大御心は實に所在に割據したる酋長の抑壓より人民を救ふにあらせられしが如し。故に舍人親王の書紀に當時の事を記して曰く、邑に君あり、村に長あり、各自ら疆を分ちて用て相凌踈ると。人民が無慈悲なる豪族の暴橫と其無益なる生存競爭に疲れたるの狀察するに餘りあらずや。人若し人類學者の敎に從ひ日本群島の所在に殘存せる古代酋長の遺跡を見ば、必ず豪族の人民を苦役したる當年を想起せざること能はざらん。當時各所に割據したる豪族は埃及のパロ王がイスラエル人を苦しめんとて辛き力役を以て之に强ひ、炎天爍日の下に於て、日の出より日の入るまで和泥作甎等の勞役に使事せしめたるが如く、吾人の祖先を苦しめつゝありしなり。此の時に當つて我皇室は、此の如き苦艱より日本人民を解放し、靑人草は天皇の御寳なり、敢て豪族酋長の虐使すべきものに非ずとの一大政綱に依りて國家統一の大事業をなし玉ひき。是れ豈に人權宣言に均しき福音に非ずや。是豈日本の國家は君民相見ること家人父子の如くなるを以て其根底とすることを證すべきものに非ずや。爾りしより後、世々の聖主賢相、常に君民一和し豪族の專橫を抑ふるを以て念とせざることなし。故に豐聰皇子の憲法には、國司國造の私に百姓に收斂することを禁じ、仁德天皇の御製には、山縣に蒔ける靑葉も吉備人と共にしつめば樂しくもあるかと詠ませ玉へり。大化の新政に至つては、卽ち更に此政策を擴充したるものにして、富豪兼併を痛擊し、土地國有の本義を明にし、總日本の人民に與ふるに一定の產業を以てしたり。開國の宏圖此に至りて略ぼ成れりと謂ふべし。

　之を要するに、二千五百年間に於ける帝国の歷史は幾たびか其外觀を改めたりと雖も、仔細に其發達の路を見ればテニソンが歌ひし如く進步の一線は絕えす其間を貫けり。藤原氏、平氏、源氏が或は外戚の威により、或は兵馬の力を賴み、政權を私門に集めしが如きも、歷史の乾光を似て之を照せは、是れ實に自然が生じたる妙機にして、英人の其代議政體の特色として誇りつゝある大臣責任の主義が形を代へて我國に行はれたるものなり。此妙機ありしが爲に皇室の威稜は人民の幸福と牴牾することなくして以て今日に至ることを得たり。此妙機ありしが爲に吾人の祖先は當時の政治に滿足せざる時は、藤原氏を倒して平氏を以て之に代へ、平氏を倒して源氏を以て之に易へ、自ら政府を造り、政府を選ぶの能力あることを示し、而かも之と共に益々皇室の神聖を揭仰し、政府の一起一倒を以て國民固有の勤王心と相觸れざらしむることを得たり。たとへば德川氏の末路の如き志士仁人其内政外交の失敗を見るに堪えず、起つて之を倒し、而かも中心自ら疚しとせず。敢て亂臣賊子たるの自覺なかりし者は、誠に德川氏は則ち皇室が人民の爲めに其の存在を許し給ひたる政府にして、國利民福と相關せざる間のみ其存在を容忍すべきことを認識したればなり。則ち德川氏は二百六十年長期内閣にして、維新の改革は單に内閣更迭たるに過ぎざるなり。此の如くにして日本人民が常に其主權者たる皇室の威稜に依り、其惡む所の政府を倒し、其好む所の政府を建て、二千五百年間君民の情、家人父子の如く、其間未だ嘗て一毫の芥帶なく、君主の心は則ち人民の心にして人民の心は則ち君主の心たり。二の者にして一、一にして二、膠漆の如く水魚の如く之を千秋葛歳に傳へんと期する者は、豈是日本國體の精華にして吾人の世界に向つて誇揚せんと欲する所にあらずや。

　我國家社會黨は此の如き國體の長所を發揮し、歷史の指示に基き、共同生活を以て治國の精神とし、此の政綱によつて現代の時務に寄與せんと欲するものなり。（以下略）






國家社會黨政綱





一　吾人は大日本の國體は家人父子の情を以て、君民を固結し、國家の權力に依りて共同生活の大義を遂行すべきものなることを主張す

一　吾人は大日本の臣民は總て選擧權を享有すべきものなることを主張す

一　吾人は國家は總ての國民に敎育を施すべき義務あることを主張す

一　吾人は國家は常に勞働者の當然享受すべき幸福を保護するの義務あることを主張す

一　吾人は國家は人民の其生活の道を失ひたるもの及び鰥寡孤獨廢疾にして依る所なきものを保護するの義務あることを主張す

一　吾人は國家は學術技術の進步發明を獎勵し、文學美術の普及發達を保護すべき義務あることを主張す

一　吾人は國家は國民の產業を保護發達せしめ、平和的に國民の活動すべき地域を擴張すべきものなることを主張す

一　吾人は國家は個人の富の程度に從ひ、其の納稅の義務を累加するを以て稅則の根本法とすべきものなることを主張す

一　吾人は國家は各國民共通に利益を享受すべき聯盟を爲すべきものなることを主張す

一　吾人は自治制の發達を期するが爲めに都市社會政策を採るべきことを主張す






國家社會黨々則





第一條　本黨を國家社會黨と稱す

第二條　本黨は本部を東京に置き支部を各地に置く

第三條　本黨に左の役員を置く

　　　一　幹事二名、黨員に於て選擧し其の任期を一個年とし黨務を處理す

　　　一　委員若干名、必要の場合に便宜之を設く

第四條　本黨は每年一回大會を開き、每月一回例會を開く。但し必要の場合は臨時會を開く

第五條　本黨員は入黨の際入黨金五拾錢を納め、尙ほ每年黨費金參拾錢を出すものとす

第六條　本黨に入らんとするものは黨員の紹介を以て幹事に申込み、其の承認を得べし

第七條　本黨の經費は黨費並に寄附金を以て之に充つ

第八條　入黨金は本黨の基本金とし永遠に之を增殖すべし

第九條　本黨に對し不都合の擧動ありたるものは幹事に於て之を除名す

第十條　本黨員にして支部を設けんと欲するものは、規約を添へて本部の承認を受くべし

第十一條　本黨支部に於て役員の選擧又は異動ありたる時は本部に報告すべし

第十二條　本黨則は大會の議決にあらざれば變更することを得ず






四　日本社會黨




　日本社會黨は明治三十九年二月、堺利彦、深尾韶氏等によつて組織された。同黨は二月廿四日に第一回大會を開いて評議員を選擧した。評議員等は同月廿七日會合して、堺、西川、森近の三氏を幹事に選擧し、大會から委託された左の如き黨則を作つた。




日本社會黨々則





第一條　本黨は國法の範圍に於て社會主義を主張す

第二條　本黨の目的に賛成し評議員の承認を經たる者は黨員たることを得

第三條　本黨本部は東京市神田區三崎町三丁目一番地に置く

第四條　本黨に左の役員を置く

　　　評議員十三名　幹事三名

　　　評議員は大會に於て選擧す　幹事は評議員中より互選す　役員の任期は一個年とす

第五條　評議員は黨務一切の責に任じ、幹事は庶務に從事す

第六條　本黨は每年一回定期大會を開き、必要なる場合には臨時大會を開く

第七條　黨員は每月金五錢以上の黨費を負擔す

第八條　黨員にして黨の體面を汚す者は、評議員會の決議を以て除名することを得

第九條　本則は大會の決議にあらざれば變更することを得ず






　日本社會黨第二回大會は、明治四十年二月十七日、神田錦輝館に開かれ、評議會提出の黨則改正を可決した。

　黨則改正の重なる點は、第一條の「國法の範圍に於て」を削つて、遠慮氣味な調子を除いたことゝ、黨費を黨員の負擔にしないで寄附金に仰ぐやうにしたことである。

　次に大會の主要問題たる宣言及び決議の議事に入り、堺氏先づ立つて左の評議員提出案を說明した。




決議案


　我黨は現時の×××××××××××××××××××××××となし、人民全體の利益幸福の爲に之を經營せんと欲する者なり。我黨は此の目的を持し現時の情勢の下に於て左の件々を決議す。


一　我黨は勞働者の階級的自覺を喚起し其團結訓練に勉む

一　我黨は足尾勞働者の騷擾に對し遂に軍隊を動して之を鎭壓するに至りしを遺憾とし、之を以て甚しき政府の失態なりと認む

一　我黨は世界に於ける諸種の×××××××××××××を表す

一　左の諸問題は黨員の隨意運動とす

　い　治安警察法改正運動

　ろ　普通選擧運動

　は　非軍備主義運動

　に　非宗敎運動








　超えて二月十九日、平民新聞第二十八號は、大會記事及び田添幸德二氏の演說筆記を揭載したところ、政府は幸德氏の演說筆記並びに大會記事中の決議案を以て朝憲を察すものと認め、平民新聞を發賣禁止すると共に、編緝發行人石川三四郞氏を起訴した。更に廿三日に至り、政府は日本社會黨の結社を禁止し、解散を命じた。







過去に於ける日本無產政黨の綱領
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